



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と措定している。阿部は「人口1. 5～ 2 万く
らいの地域ということになりそうである」
（阿部，1986：59）と研究者によって地域範
囲はまちまちである。地域範囲については、
研究者自身の基盤となる母体や2008年に発表
された「これからの地域福祉の在り方に関す
る研究会報告書」にも影響を受けているので
はないかと思われる。広井の調査では、「コ
ミュニティの中心」は、学校、福祉・医療関
連施設、自然、商店街、神社・寺となってい
た。従来からの自然、神社・寺などのコミュ
ニティの中心から学校・商店街、そして2007
年の広井の調査でも明らかになったように福
祉・医療関連施設がコミュニティの中心へと
変化していることは見逃すことはできない。
おわりに
　岡村の「地域福祉論」を中心として「コミュ
ニティ・ケア」と「地域組織化活動」を見て
きた。「コミュニティ・ケア」は長い時間を
かけて地域社会のなかで熟成され実現に近づ
いてきているようにも感じられた。「地域組
織化活動」は、岡村の思いは日本の急激な少
子高齢社会による国の制度に、既存の地域社
会が置き去りにされたまま福祉コミュニティ
地域福祉論における「地域社会」概念についての一考察 71
づくりが先行せざるを得ない現状だったと推
察される。
　一般地域組織化と福祉組織化によって地域
組織化の実現となる。今、市町村合併、少子
化による小学校統廃合など一般地域組織化活
動を見直さなければならない時期にきている。
住民参加による一般地域組織化活動を行い、
住民の視点で地域範囲についても見直してい
くことが必要な時期ではないだろうか。
文献注
1 ）これからの地域福祉の在り方に関する研究会
報告書は、2008年厚生労働省が取りまとめた報
告書である。これからは、行政、福祉サービス、
町内会・自治会、NPO など多様な機関と連携
をとりながら地域で暮らすことについて報告
されている。
2）岡村は、大阪社会事業ボランティア協会理事、
大阪市民生局調査課嘱託、大阪社会福祉協議会
助言委員、大阪社会福祉審議会委員、大阪市民
援護事業団設立発起人・理事、大阪市児童福祉
審議会委員、大阪市同和問題研究室理事長など、
大阪市の社会福祉行政の要職を歴任している。
戦後の大阪市の市民調査を行った1945年から
『大阪市市民援護事業団30年史』をまとめ、大
阪市民表彰　特別功労賞受賞をした1988年まで
を指すこととした。
3）このなかで岡村はもうひとつの要素として③
予防的社会福祉を挙げるが、本稿の目的は「地
域社会」概念を検討することにあるので、これ
は考察の対象とはしなかった（岡村，1974：
65）
4）シーボーム委員会とは、Report of the
Committee onLocalAuthority andAllied
PersonalSocialServices，ChairmanFrederic
Seebohm，1968を指す。
5）岡村が示した 4つの類型には、封建的な服従
＝支配関係のもとでの帰属意識とそれに基づ
く相互的援助の行われるムラ的地域共同体、住
民相互が無関心であって個人の利益だけを追
求する無関心型地域社会、個人の権利意識の自
覚はもっていても、現実の生活の場において自
ら生活を向上させるような協同的・主体的行
動をとることをせず、単に権利を要求する市民
化社会、個人の権利意識の自覚をもちつつも地
域社会において自主的に生活要求に応ずる協
同的活動を行うコミュニティ型地域社会であ
る。
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